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ビジネスの成長を ITで加速
インテル IT 2012～ 2013年パフォーマンス・レポート



今年度の『インテル ITパフォーマンス・レポート』では、インテルを取り巻くビジネス環境
の急激な変化を考察し、インテル IT部門が継続的に提供する価値を重点的に取り上げます。この 1年
は、インテルが新しい可能性を追求する上で大きな変革を遂げた記念すべき年でした。インテルは今、
Ultrabook ™ デバイスによる「PC再発明」の過程にあります。また市場にはインテル® プロセッサーを搭載
した初めてのスマートフォンとタブレットの出荷が開始されました。このような新しい事業ラインの出現によ
り、製造およびサプライチェーンから販売、マーケティングまで、IT部門に対する切迫した新たなニーズが
生まれています。インテルの IT部門は、インサイトとイノベーションの提供を通じてビジネス全体にわたるテ
クノロジー・ソリューションとエンゲージメント・システムを供給することで、ビジネス上の最終的な意思決定
に影響力を及ぼしつつあります。インテル独自の進化するビジネスニーズに応える成果を上げることにより、
IT部門は今、これまで以上にインテルの競争力向上に貢献できる立場にあります。

インテル IT部門の使命は、「情報テクノロジーによってインテルのビジネスを成長させる」ことであり、2012
年はインテルのあらゆる部門にビジネス・インテリジェンスとクラウド・ソリューションを導入することで、この
使命を達成しました。その結果、製品の開発サイクルはスピードアップし、効率性も向上しました。それと同
時に、インテル IT部門は、ITのコンシューマー化とソーシャル・コンピューティングの採用が、社員の生産
性とコラボレーションの向上につながることも実証しました。

私は IT部門のメンバーとともに、引き続きこの IT組織の将来をインテルのビジョンに重ね合わせながら、
インサイトとイノベーションを通じて、オペレーショナル・エクセレンスの実現、ビジネス目標の達成、情報分
析とイノベーションによるインテルの変革という3つの目標の達成に向けて全力で取り組んでまいります。

このレポートに関するご意見とご感想をwww.intel.com/IT/（英語）にお寄せください。インテル ITパフォー
マンス・レポートの次回のオンラインリリースは 2013年 8月を予定しています。

Kim Stevenson、インテル コーポレーション CIO 

@kimsstevenson

インサイトとイノベーション

表紙写真：（上）Tom Wick、データセンター・マネージャー、（下）Li Wang、LANサービス・マネージャー2
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ビジネス・インテリジェンス

データセンター クラウド・コンピューティング
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モバイル

ITのコンシューマー化

63カ国に164の
インテルの拠点
59の IT拠点

インテルの社員：95,200人 1

IT部門の社員：6,500人

注意：2012年のデータの一部は、本レポート発行時における推定値です。| 1、2 インテルの社員数には、当社 IT部門が直接サポートしていない完全子会社は含まれていません。| 3 2010年の支出額の増加は組織の再編成によるものです。
4 区分の見直しが行われたため、過去に発表されたデータと異なっています。| 5 インテルのオフィス /エンタープライズ環境内の仮想化されたアプリケーションの比率。
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インテルの IT部門

マルウェア感染率

個人が持込み業務に使用する機器の増加

データセンター
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ビッグデータ予測
エンジンの使用により、
チップ設計の検証時間
を短縮して、市場への
製品投入を迅速化

700万 
時間
向上
過去 3年間に
おける社員の
生産性の向上
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チャーに投資しています。これにより、複雑な大量
データの高速処理が可能になり、より迅速に知見・
洞察が得られるようになります。2012年には、2番
目のマルチテナント・ビッグデータ・プラットフォーム
を導入しました。これは、サードパーティー製のデー
タ・ウェアハウス・アプライアンスをオープンソース・
ソリューションであるApache* Hadoop*に統合す
る、インテル IT部門で初のプラットフォームです。

ほかの多くの企業と同様、インテル社内でも生
データは急激に増加しています。製品設計の複雑
化、相互接続されたデバイス、インターネット・サー
ビス、ソーシャルメディア、ユーザーが作成したコン
テンツの増加など、データ急増の原因はさまざま
です。ビッグデータ・プラットフォームは、これらの
新しいデータソースや、これまで管理しきれずにい
たデータをマイニングできるようにしました。ソー
シャルメディアとWebデータが、好例です。

インテル IT部門は、BIのスキルを持つ 5人編成
の小さなチームでも、わずか 6カ月で最大 1,000
万米ドルもの利益増を達成できることを実証しま
した。さらに、ビッグデータ分析において現在の
5～10倍以上の利益が見込まれる新しいユース
ケースの実装を進めています。

高度な予測分析による企業収益の向上
基本的な BIは、今日の企業経営に不可欠なコ
ストです。高度な予測モデルを利用することで、
より迅速な情報分析と意思決定が可能になり、
インテルの競争力維持に効果を発揮します。例え
ば、IT部門は、大規模リセラーを戦略的なターゲッ
トとして収益増を目指すインテルの販売チームを
支援するためのソリューションを開発しました。こ
のエンジンは、社内外の大規模な売上データセッ
トをマイニングした上で予測アルゴリズムを適用
することで、各地域で最も見込みのあるリセラー
パートナーを特定します。このソリューションによっ
て 2012年にアジア太平洋地域で特定された有
望なリセラーの数は、手作業によって選別してい
た頃と比べて 3倍に伸びました。IT部門では、
2012年の世界規模の導入によって創出・拡大さ
れる販売機会は、最大で 2,000万米ドルに上る
と予測しています。さらに多くの利益が、2013年
の追加導入で見込まれています。

ビッグデータのマイニングと分析によって、製造、販売、製品設計、および情報セキュリティーにおける運
用効率の促進に役立つビジネスパターンをより深く分析することが可能になります。インテルの IT部門
は、ハイバリューなビジネス課題を解決し、具体的な行動につながる知見・洞察を準リアルタイムで得る
ために、ビッグデータの高度な分析や効率的なインフラストラクチャー、およびセルフサービス方式のビ
ジネス・インテリジェンス（BI）機能に投資しています。

具体例を以下に示します。
•  チップ設計の検証の最適化：インテルのマイク
ロプロセッサー事業の競争力を維持するため、
IT部門は、常に製品開発サイクルの短縮に取り
組む必要があります。今年度は、ポストシリコン
検証時間の 25%削減を目指す事業部門と連携
しました。この積極的な目標の達成に向けて 2
つの予測エンジンのテストを実施し、インテルの
チップデザイン検証とデバッグプロセスを簡略化
するための貴重な知見・洞察を得ることができま
した。初期テストの結果では、こうした機能が目
標達成に効果を発揮し、製品開発サイクルの大
幅な短縮に役立つことが示されました。

•  情報セキュリティーに対する脅威の迅速な検出：
インテル IT部門は、ビッグデータ・プラットフォー
ムを使用して新たな情報セキュリティーの脅威
を予測する解析ソリューションを開発しました。
このプラットフォームは、2,000億件のサーバー
イベントを処理し、30分未満の時間で結果を返
してセキュリティーの脅威に関して早期の警告
を出します。

また、当社工場向けには、マイクロプロセッサー
のテスト時間を短縮するための予測分析ソリュー
ションを開発しました。インテルが生産するすべて
のチップは、一連の複雑なテストを伴う徹底した
品質チェックを受けます。IT部門が開発したこの
ソリューションは、製造過程で収集した履歴情報
を活用することで、必要なテスト回数を減らし、テ
スト時間を短縮します。概念実証として実装した
このソリューションによって、2012年には、ある
インテル® Core ™ プロセッサー・ファミリーの製品
ラインのテストで 300万米ドルを節約できました。
2013～ 2014年には、このソリューションをほか
の製品ラインにも展開することで、さらに 3,000
万米ドルのコスト削減が実現する見込みです。

より深い知見・洞察の獲得とコスト削減のため 
のビッグデータのマイニング
インテル IT部門は、予測分析において継続的な
成果を上げるため、ビッグデータ・インフラストラク

データの隠れた可能性の発掘

ビジネス・インテリジェンス。予測分析。ビッグデータ。
データ・ビジュアライゼーション。機械学習。
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- Lilian Kubail 
インテル コーポレーション、 

オンライン・セールス・チャネル・ 
マネージャー

 「インテル IT部門の提供したソリュー
ションは、インテル・オンライン・セールス・
センターで顧客とのエンゲージメント開
始の効率を上げました。そして、究極的

にそれは私達のチームが営業
活動で成功する能力を向上
させたのです。」

ビッグデータとBIの新たな最前線
インテル IT部門は、ビッグデータと BIからさらに
大きな価値を引き出す新しいユースケースの特
定を進めています。IT部門では、インテルの各ビ
ジネスグループが独自に分析を行い、それぞれの
ニーズに最も適した形式で結果を迅速に受け取る
ことができるように、オンデマンドのセルフサービ
スBI機能を実装しました。例えば、セールス・オペ
レーション部門向けの BIコラボレーション・ポータ
ルは、自然言語のクエリーによってデータ検索が
簡素化され、あらゆるWeb対応プラットフォーム

で数秒以内にレポートを動的に生成します。以前
は、このような処理には数日間、または数週間も
かかっていました。このセルフサービス・ポータル
は、収益や需要に関連する BIコンテンツの検索、
作成、共有機能の一元的な窓口となります。現在、
このポータルはセールス・オペレーション部門の
ニーズの 80%を満たしています。

データ可視化ツールは、セルフサービスBIでユー
ザーの能力を高める私達の活動において、たい
へん重要です。データを視覚的に意味のあるも

のとして表現することで、データ可視化ツールは、
ユーザーがより明確にパターンと関連性を認識し
やすくします。また、IT部門では自動化を推進する
機械学習技術も採用しています。また、これらの
技術を利用すれば、機械がデータに基づき素早く
正確に判断できるような領域では、人による判断
の必要性を減らすこともできます。25%

チップ設計の検証時間を短縮

写真：（下）David Schaefer、ビジネス・インテリジェンス・マネージャー ; Lil ian Kubail、オンライン・セールス・チャネル・マネージャー

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。
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新しい intel.comプラットフォームにより、 
自然言語の検索トラフィックが増加

インテルのビジネスは急ピッチで変化し、新たな市場、新サービス、新製品へと広がりを見せています。
インテル IT部門は、各ビジネスグループと連携して、こうした新たな領域で成功するためのテクノロジー
要件を満たす画期的なツール、サービス、サポートを開発しています。販売パイプライン全体にわたる生
産性と知見・洞察の向上から、新製品発売のサポートまで、インテル IT部門はインテルの成長を加速する
重要な役割を果たしています。

ITによるインテルのビジネスの拡大

ビジネスの成長。新しい市場。ITによる競争優位性。

35%

写真：（上）Divya Prakash、カスタマー・フルフィルメント・ソリューション・マネージャー ;（下）Kent Giard、IT戦略プランナー ; Chris Goldfarb、ソフトウェア開発担当6



インテル® コンパイラー新機能の 
市場に投入されるまでの時間を 
スピードアップ

「初のビジネス向け Ultrabook™ デバイスの設計において、インテル IT部門は重要な役
割を果たしました。IT部門はモバイルデバイスの企業要件について我々に知識を提供し、
実際のエンタープライズ環境で初期製品をテストして、Ultrabook™ をビジネスクラスで最
高のデバイス、つまり、あらゆるプロフェッショナルが信頼し、携帯することを誇りに思うよ
うなデバイスにするために不可欠なアイデアを提供してくれました。」

- Rick Echevarria
インテル コーポレーション、副社長兼ビジネス・クライアント・プラットフォーム部門ジェネラル・マネージャー

ビジネスの機敏性を向上させる 
オンデマンドの技術要員

急速に変化する市場において、顧客の要
求と想定外のビジネスチャンスに迅速に
対応する能力は、ビジネスで成功する上
で必要不可欠です。しかし、規模の小さ
な組織の場合、人材は優先度の高いプロ
ジェクトに割り当て済みであるため、そう
したチャンスに機敏に対応することは困
難です。インテル IT部門は、正社員や契
約社員の混成グループを編成するなど、
適切な人材を短期的に提供することで、
インテルの各ビジネスグループが抱えるこ
うした問題の解消を支援しています。

例えば、技術的なスキルを持つ社員を
インテル IT部門からコンパイラー製品
チームに派遣したことで、ある製品の新
機能の市場に投入されるまでの時間が 
50% スピードアップされました。このコン
パイラーは、開発者がインテル® プロセッ
サーの統合グラフィックス用コードを最適
化する作業を支援します。インテル IT部
門による柔軟な人材提供の結果、製品グ
ループは必要な期間内にソリューションを
提供することができました。さらに、ソフト
ウェア開発における IT部門のノウハウに
よって、複数 OS向けの実装を単一のソー
ス・コード・ベースで行うイノベーションが
実現し、さらに迅速なソリューション開発
が可能になりました。

販売パイプライン全体にわたる 
知見・洞察の提供
インテルの製品ラインの多様化により、販売サイ
クル全体を通したコラボレーションと容易な情
報アクセスを求めるニーズが増大しています。
2012年、インテル IT部門は、これらのニーズに
対処するためにアドバンスト・コラボレーション環
境（ACE）を導入しました。これは、インテル初の
全世界共通のカスタマー・リレーションシップ・マ
ネジメント用プラットフォームです。3つの異なる
ツールの後継として導入された ACEは、統合され
たアカウント情報、営業管理ツール、レポート、分
析機能に直ちにアクセスできる機能をインテル営
業担当者に提供します。今日では、営業担当者の
75%以上が ACEを使用し、営業活動の効率を高
めています。

ACEのオンライン・セールス・センター・ダッシュ
ボードにより、地域データへのアクセスにかかる
時間は短縮され、生産性が向上します。営業担当
ディレクターは、このインタラクティブなオンライン・
ダッシュボードを使用して、アカウントの状況をリ
アルタイムでモニタリングできます。このダッシュ

ボードには、発生したリードの数と売上に転じた
リードの数が、アカウントごとの収益予測とともに
表示されます。また、過去のトレンドを示すタイム
ラインも表示され、営業担当ディレクターが特定
の市場区分やアカウントのパフォーマンスを長期
的に把握する目的にも役立ちます。

インテルの IT部門は、新規市場や、有望なリード
に変わる可能性が最も高い見込み客を特定する
高度な分析ツールも提供しています。インテルの
プロセッサーおよびテクノロジーがさまざまな組
込み機器やインテリジェント・システムに使用され
るようになったことで、この種のビジネス・インテリ
ジェンスの重要性はさらに増しています。

高度な予測ツールの中には、インテルの営業部門
が新たな有望市場や既存市場の変化を調査する
ための機能を提供するものもあります。この分析
エンジンは、インテルのプロセッサーの世界中の
売上情報を含む 6種類のデータソースを調査し
て、プロセッサー製品の販売やアップセルの機会
の見極めを支援します。実際、この分析から得ら
れた情報は、インテル® Core™ プロセッサー・ファ

ミリーの最新のハイエンド・プロセッサーの大幅な
売上増につながりました。

新しい事業ラインのサポート
インテル IT部門は、製品開発部門およびマーケ
ティング部門と緊密に連携し、次のような環境や
機能を提供して新製品や新サービスのテスト、展
開、サポートを行っています。

インテル® アンチセフト・ 
テクノロジー・ホスティング環境
インテル IT部門は、プライベート・クラウド内で
インテル® アンチセフト・テクノロジーへの加入サー
ビスをホスティングすることで、オープンソース機
能や自動化の利点のほか、コスト面でのスケー
ルメリットを得ています。これにより、類似のパブ
リッククラウド環境と比べて、約 20万米ドルの運
用コスト削減を実現できました。インテル IT部門
は、ホスティングに加え、アプリケーション監視、パ
フォーマンス・テスト、ビジネス・インテリジェンス・
ダッシュボードでこのサービスをサポートしていま
す。2012年には、McAfee*アンチセフト・サービ
スと呼ばれるMcAfeeユーザー向けバージョンと

50%

7



ともに、アプリケーションとサービスの大幅なアッ
プグレードをリリースしました。IT部門は、パフォー
マンス・テスト、トラブルシューティング、セキュリ
ティー・プロセスのレビューなどを担当しています。

インテル® アーキテクチャーを搭載した 
初のスマートフォン
インテル ® アーキテクチャーを搭載した初のスマー
トフォンの開発にあたり、厳しい開発スケジュール
を守るため、IT部門はビルドのテスト、エラーの
修正、改善点の提案を行うことで製品グループを
支援しました。また、多様なモバイル・アプリケー
ションの開発をはじめ、社内ユーザー 500人を動
員したスマートフォンの試用テストのサポートも行
いました。試用テストの終了時点には、80%近い
ユーザー（テスト開始時点の 30%から改善）がス
マートフォンをメインの携帯電話として使用しても
よいと同意しています。エンタープライズ・レベル
の重要なセキュリティー機能と管理機能に対する
IT部門の提案は、現在市販されているモバイル・
デバイス・ソフトウェアに採り込まれています。

スマートフォン市場は非常に変化の速い市場であ
り、テクノロジーの変化や新機能の追加に対応す
るために迅速なコンポーネントの配布が求められ
ます。ある大手携帯電話機メーカーのニーズに応
えるため、インテル IT部門は、修理と保証のため
の拡張性に優れた新しいサプライチェーン・アーキ
テクチャーと物流モデルをわずか 4カ月という短
期間で導入しました。メーカーとの共同作業を通じ
て、この市場の短い製品サイクルというニーズに対
応できる需要計画機能とトラッキング機能を装備し
ました。インテルのアーキテクチャーを搭載したス
マートフォンは、すでに多くの国々で市販されてお

り、まもなく北米でも販売が開始される予定です。

Ultrabook™ デバイスの開発
初期の Ultrabook™ デバイスは当初、コンシュー
マー・マーケット向けに設計されていましたが、
携帯可能な薄型フォームファクターを採用した
Ultrabook™ デバイスは、エンタープライズ・ビジ
ネス・アプリケーションにとっても魅力ある製品で
した。インテル IT部門は、Ultrabook™ デバイ
スメーカーとの共同事業を担当するビジネスグ
ループに対して、ユーザビリティーと製品に関す
るフィードバックを直接提供し、初のビジネス向け
Ultrabook™ デバイスの市場投入を支援しました。
インテル IT部門は設計の評価を行い、耐久性、
接続性、運用管理機能、製品寿命、セキュリティー
など、企業環境において厳しさを増す諸基準を満
たすために必要となる、より堅牢な設計のための
提案を行いました。現在、これらの機能を搭載した
ビジネス向けUltrabook™ デバイスが、多くのメー
カーから出荷されています。

インテルのマーケティング・リーチの拡大
今日、企業の Webサイトは、潜在的な顧客や既
存顧客、投資家にとっての情報源を超えた存在と
なっています。Webサイトは、人々をブランドに結
び付け、企業と人々の関係を進展させる上で重要
な役割を果たします。昨年、インテル IT部門は各
国の営業部門およびマーケティング部門と連携し、
インテルの Webサイト、intel .comの再設計につ
いて報告しました。IT部門は今年、約 40カ国で
新設計のWebサイトを展開しました。

新しいソフトウェア・プラットフォームでは、マーケ
ティング・コンテンツの自己管理と発行に必要な

ツールの提供により、インテルのマーケティング・
リーチが拡大しています。これらのツールを使用
すると、Webコンテンツの発行にかかる時間が
55%以上短縮されると同時に、Webの発行コス
トが 39%削減されます。

マーケティング・リーチ拡大の証拠として、2012
年、intel .comのサイト訪問者満足度はインテル
の北米での全記録を塗り替え、全世界で 1カ月当
たり1,800万人の訪問者数を記録しました。さら
に、このサイトでの自然言語による検索照会のトラ
フィックは、2012年中の 5カ月間で 7,000万件
を記録しました。これは、インテル史上最高の結果
であり、自然言語による検索トラフィックは、2011
年の類似のトラフィックと比較して 35%増加して
います。

インテルの Webサイトは、その画期的なデザイン
でも評価を受けました。Internet Advertising 
Competitionの「コンピューター・ハードウェア」
カテゴリーでは、「ベストWebサイト」に選出され、
Interactive Media Awardsの「サイエンス /テ
クノロジー」カテゴリーでは「ベスト・イン・クラス」
を受賞しました。

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。

将来の ITテクノロジーに向けた計画

画期的な最新テクノロジーを活用できる能
力こそが、市場におけるインテルの成功を
支えています。こうした能力が今、事業部
門と社員の働き方を変革しつつあります。
このテクノロジー曲線の一歩先を進み続
けるため、インテル IT部門には、長期的
な競争力の維持に必要な新たなテクノロ
ジーとビジネスモデルを探求する、先進的
な研究者とストラテジストから成るチーム
があります。

例えば、2009年には、需要予測を改善す
る有望な方法として、クラウドソーシングと
ゲーミフィケーションの調査を開始しまし
た。2011年までに、これらのソーシャル・
テクノロジーは、インテルのビジネス環境
内の各種アプリケーション全般で利用され
るようになりました。また、2011年には、
インテルのプライベート・クラウド用のオー
プンソース・ソフトウェアとビッグデータ処
理用の Hadoop*の使用について調査を
行いました。2012年、インテル IT部門は
これらのテクノロジーを採用して、運用効
率とインテルの競争力を強化するソリュー
ションを提供しました。

現在、IT部門は、オープンソース・ストレー
ジ・ソリューション、クラウドの相互連携（フェ
デレーテッド・クラウド）、動的ユーザー体
験、モバイル機器のコンテキスト認識につ
いて調査を進めています。こうした新たなテ
クノロジーの価値をビジネスパートナーに
実証できれば、その利用はインテル内で当
たり前となっていくでしょう。
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写真：（上）Jerry Jimenez、ITマーケティング・ストラテジスト； Li Wang、LANサービスマネージャー ; Christy Foulger、エンタープライズ・アーキテクト： Ryan Russell、製造担当マネージャー； （下）Jerry Jimenez、ITマーケティング・ストラテジスト

インテルは、製品設計サイクルや市場投入期間の短期化など、難しい課題への対応が求められる複数の
新規市場への参入を始めています。インテル IT部門は、ビジネスグループと緊密に連携して、迅速な製
品開発、インテルのサプライチェーンの最適化、工場の効率改善、ビジネスプロセスの合理化を促進する
システムと自動化を提供しています。

インテルのビジネス全体にわたる 
スピードと効率性の向上

2012年ガートナーの 
サプライチェーン上位25社中第7位に上昇

ビジネスの効率化。製品開発サイクルの短縮。リーンプロセス。自動化。
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20%

<2分

製品設計の迅速化に向けて 
コンピューティング・スループット 
を改善

工場サイトでの障害復旧時間

未満

製品開発のスピードアップ
インテルの設計エンジニアは常にイノベーション
を追求し、シリコンチップ設計のさらなる複雑化
を通じてインテルの競争力を生み出しています。
インテル IT部門の目標は、設計開発とプラット
フォームの応答性のスピードアップを実現すると
同時に、コストを削減することです。この目標の
達成に向け、IT部門はインテル® Xeon® プロセッ
サー E5ファミリーを搭載したサーバー 20,000
台で従来のメモリーモジュールを補うため、
インテル® Solid-State Drive（インテル® SSD）
を増設しました。さらに、それらのプロセッサーの
インテル® ハイパースレッディング・テクノロジーを
有効化することで、コンピューティング・スループッ
トが 20%向上しました。この組み合わせによっ
て、IT部門は少ないサーバー台数でより多くの処
理をこなせるようになり、3,000個のネットワーク・
ポートを削減しました。全体的には、4年間のプ
ラットフォーム・ライフサイクルにおいて、2,000万
米ドルのコストが削減される見込みです。これに
は、データセンターの面積、電力、冷却に関連した
コスト削減も含まれます。

同様に、携帯電話やタブレットなど、インテルにとっ
ての新市場で競争優位性を達成するためには、
ファームウェアやその他のソフトウェアの迅速な開
発が必要不可欠です。エミュレーション・ソフトウェ
アにより、IT部門のソフトウェア・エンジニアは、完
成したプロセッサーが市販される前に、ファーム
ウェアとソフトウェアのテストとデバッグを行うこと
ができます。インテル IT部門は、シリコンとソフト
ウェアの並行開発を可能にすることで、製品の市
場投入までの総期間の短縮を支援しています。こ
の拠点横断型のグローバルサービスにより、使用

率が最大で 70%向上し、年間 1,800万米ドル
を超えるコスト削減に貢献しています。

インテルのサプライチェーン改革
インテルは、年間 750,000件以上の注文に、7カ
国に分散している 16の工場と30の倉庫からの
出荷で対応しています。応答性に優れた効率的な
サプライチェーンを実現するため、インテル IT部
門は社内のすべての部門と連携して、情報システ
ムの統合とプロセスの自動化に取り組んでいます。
2012年、インテルは効率的なサプライチェーンと
して業界から高い評価を受けました。「ガートナー
のサプライチェーン上位 25社」では 16位から 7
位に上昇し、1年で大躍進を遂げました。

IT部門が実施した、過去 5年間にわたるサプライ
チェーンの最適化によって、リードタイムが 65%
短縮され、顧客対応が 300%スピードアップし、
在庫は 32%削減されました。例えば、IT部門で
は、インテルの在庫管理の精度向上を目指して
新しい自動計画システムのリリースに取り組む事
業部門と連携し、適切な製品を適切なタイミング
で納品することを可能にしました。このシステムに
よって、1,500枚以上の計画用スプレッドシート
が不要になり、データへの人的介入が減り、計画
の精度が向上し、在庫管理コストが削減されまし
た。このソリューションを導入したことで社員の生
産性が向上し、今年度の時間節約は 2,000時間
に達しています。今後の 2年間では、さらに5,500
時間の節約が実現すると予想されています。

工場の可用性とビジネス継続性の向上
インテルの高水準を誇る工場パフォーマンスは、
ファクトリー・オートメーション・データベースの安

定したデータ可用性に支えられています。今年度、
IT部門は新たな高可用性データベース・アーキ
テクチャーの導入を進めてきました。このソリュー
ションでは、スタンバイ・データベースとストレッ
チ・クラスタリングと呼ばれる方式の冗長性を使用
することで、ダウンタイムなしで基幹業務系アプリ
ケーションのアップグレードとメンテナンス、運用
を行うことが可能です。このアーキテクチャーでは、
自動フェイルオーバー機能を用いて 2つのデー
タセンター間でミラーリングすることで、データ保
護、破損防止、災害復旧のプロセスを強化します。
その結果、1時間以上かかっていたサイト障害復
旧までの平均時間は、現在では 2分未満にまで
激減しました。この新しいソリューションは、サー
バー数の削減により、以前の高可用性アーキテク
チャーに比べて 50%のコスト削減をもたらし、容
量使用率の向上によってデータベース・ストレー
ジ・コストを 25%削減します。これによる削減額
は、3つの基幹業務系データベース・アプリケー
ションだけでも総額 800,000米ドルに上ります。
2013年には、さらに10個のデータベースを新し
い高可用性データベースに移行する予定です。

ビジネスプロセスの合理化
インテル IT部門は、過去数年間にわたってリーン・
シックスシグマ *手法を推進し、インテル全体のビ
ジネス効率向上を実現してきました。2012年に
は、特に以下の 2つのソリューションで成果を上
げています。

契約作成および管理の迅速化
IT部門は、サービス指向アーキテクチャー上にプ
ロセス主導型の契約作成機能およびライフサイク
ル管理機能を構築しました。このソリューションで
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は、最大 3週間かかっていた外部顧客との契約
の締結および受諾までの期間が、平均で 3日以
内に短縮されます。世界中からの契約照会に対し
て、ほぼ瞬時に応答するこのソリューションは、多
国籍企業から小規模なチャネルパートナーにいた
るまで、1,000社を超えるインテルの顧客を対象
として、煩雑な紙ベースのシステムに取って代わ
るものです。また、プロセス内のステップごとの規
制順守も可能になります。現在、インテルはこの
Webベースの機能をすべての販売地域で使用し
ており、全体で年間 7,000件を超える契約を管理
しています。

インテルの収益および需要管理システム用のセル
フテストの自動化
インテルの収益および需要管理システムは、数百
項目以上もの多様な契約条件を含み、高度なセ
キュリティーが求められる複雑なアプリケーション
です。価格設定、割引、リベートに変更が生じるた
びに、正確性とコンプライアンスについてこのシス
テムをテストする必要があります。テストシナリオ

が 158,000件もあるため、手作業によるテストで
は、5人の社員が 7日間にわたり作業していまし
た。現在は、テストの自動化により、約 3分でリリー
ステストを実行できており、ボトルネックだったテス
ト・サイクル・プロセスが高速ソリューションへと生
まれ変わりました。さらに、自動認識型の予防的
サポート機能がエラーを検出し、ユーザーがヘル
プデスクに電話するよりも前に、開発チームに障
害を通知します。この機能により、アップタイムが
向上するだけでなく、問題解決時間が数時間から
数分に短縮されます。

「次世代のマイクロプロセッサーの設計に必要とされるソリューションについてインテル IT
部門は 2歩先を歩んでいます。IT部門は技術的準備を開始し、設計のワークフローを改
善する 6つの革新的なソリューションを提供してくれました。IT部門と私たちの組織が早
期に取り組んだ結果、画期的なエンジニアリング・ソリューションが生まれたのです。」

– Kiron Pai 
インテル・アーキテクチャー・グループ、設計自動化技術主任

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。

リアルタイム機械翻訳により 
言語の壁を除去

資料を別の言語に翻訳する場合、特にソー
シャル・プラットフォーム上では、グローバ
ル規模の展開スピードが低下することがあ
ります。2012年、IT部門は、オンライン・
カスタマー・サポートフォーラムに向けて、
リアルタイム（動的）機械翻訳を開発し、そ
の使用を開始しました。対象言語には、フ
ランス語、ドイツ語、ポルトガル語、簡体字
中国語、スペイン語が含まれます。

このソリューションによって、グローバル顧
客のコミュニケーションやコラボレーション
における言語の壁が取り払われ、現時点
で投稿コンテンツのほぼ半分が翻訳され
ています。このツールの最も重要なイノ
ベーションは、インテルのテクニカル用語
と標準的なサポートで使用される言葉の
両方を処理できる機能です。

機械翻訳により、11のサポートフォーラム
に新たに 5言語を実装でき、サポート担
当の増員は必要ありません。このソリュー
ションは、サポートコストを下げ、生産性を
向上させ、会話に参加するユーザー数を
増大させる手段として有望です。このツー
ルは、多言語ツールによってコラボレー
ションの向上が見込めるインテルのほかの
フォーラムやプログラムでの使用も予定さ
れています。
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インテル IT部門は、社員の生産性のさらなる向上を目指して ITのコンシューマー化への対応を継続して
おり、コンピューティング機器およびアプリケーションの選択肢も拡充し続けています。モバイル・アプリケー
ションは、インテル IT部門の戦略の主要な構成要素です。IT部門は、これらの新しいフォームファクター
向けに多くのビジネス・アプリケーションを配布しサポートしてきました。私たちの目標は、ユーザー体験を
最も重視することで、社員の多種多様なデバイスの利用体験をシームレスで安全なものにすることです。

ITのコンシューマー化とモビリティーへの対応

2012年BYODプログラム

PC
タブレット
スマートフォン

写真：（上）Romanna Flores、Web設計者；（下）William Miner、ヒューマン・ファクター・エンジニア

社員の生産性。ITのコンシューマー化。モバイル・アプリケーション。BYOD。
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BYODとモバイル・アプリケーションによる 
生産性の向上
インテルの Bring-Your-Own-Device（社員が所
有する機器の利用 ; BYOD）プログラムは拡大を続
け、対象となるデバイスおよびアプリケーションは
ますます広がっています。現在、このプログラムの
適用対象のデバイスは 23,500台であり、2011
年から 38%増加しています。このプログラムの成
果として、1日当たり平均 57分の時間短縮が実
現することが社員から報告されています。2012年
だけでも、BYODによる時間の節約は、年間で約
500万時間の生産性向上に相当します。

生産性の向上をさらに進めるために、インテル IT
部門はモバイル・ビジネス・アプリケーションの開
発に重点的に取り組んでいます。モバイル・アプリ
ケーション開発フレームワークでは、サービス指向
アーキテクチャーを使用して、アプリケーション開
発を簡略化し、相互運用性を確保します。2012
年には、すでに提供中の 25種類のモバイル・アプ
リケーションに加えて、16種類のアプリケーション
を導入しました。

インスタント・メッセージ機能や、インテルの電話
会議にワンクリックでアクセスできるスピードダイア
ラーのようなアプリケーションは、社員によるコラ
ボレーションと移動中の時間の節約に貢献します。
ほかにも、インテルのイベントへの登録、社内の
Wikiへのアクセス、ソーシャルメディア・ツールを
通じたコラボレーション、購買申請の承認などに役
立つアプリケーションがすでに使用されています。

あらゆるデバイスでのユーザー体験の向上
インテルの社員の多くが、勤務中に複数のデバイ
スを使用しています。生産性と柔軟性を向上させ
るためには、社員が自分のデバイス向けに最適化

された社内のアプリケーションおよびサービスに安
全な方法でアクセスできなければなりません。

シームレスなユーザー体 験の実 現に向け、
インテル IT部門は、社員のデバイス（具体的には、
デバイスの機能、位置、基本設定）に基づいてサー
ビスの検出および提供を行うことができる新たな
テクノロジーをサポートするためにエンタープライ
ズ・プライベート・クラウドを構築しました。このクラ
ウドで実現するコンピューティング・サービス・モデ
ルでは、社員は多様なデバイスを使用して、会社お
よび個人のサービス、アプリケーション、情報に安
全な方法でアクセスできるようになります。

IT部門はユーザー体験に関する研究を通じて、こ
のマルチデバイス利用モデルのユースケースを数
多く特定済みです。現在は、以下のような複数の
時間節約型サービスを試験的に導入しています。

•  インスタント会議アプリケーション：このソリュー
ションは、モバイルデバイスからオーディオ会議、
ビデオ会議、データ会議を開始したり、会議に
参加したりするための手続きを簡略化します。位
置、タイムゾーン、ユーザーの基本設定、デバイ
スのタイプに基づいて、参加者ごとに最適な関
与の方法をシステムが判断します。

•  出張用ロケーター・アプリケーション：このツー
ルが提供する位置ベースのサービスは、不慣
れな構内にいる社員が、利用可能な会議室、プ
リンター、同僚のデスク、休憩所などの場所を探
すのに役立ちます。

最適化されたモバイルPCプラットフォームの提案
BYODプログラムの目標は、コンシューマー・デバ
イスによる生産性の向上ですが、社員は日常業務

の多くを、ビジネス・アプリケーションを搭載した、
より高性能のプラットフォームで実行しています。こ
のような理由から、IT部門は、平均して 2～ 4年
ごとにPCを刷新しており、現在はインテル® Core™ 
i5 vPro™ プロセッサーおよびインテル® Core™ i7 
vPro™ プロセッサーを搭載した安全で管理しやす
いノートブックPCを導入しています。

移動の多い社員は、メインの PCとして、インテル® 
vPro™ テクノロジーのリモート管理およびセキュリ
ティー機能を搭載した薄型の Ultrabook™ デバイ
スを使用することも可能です。2013年には多くの
社員がエンタープライズ向け Ultrabook™ デバイ
スを採用する見通しです。さらに、インテル IT部門
では、エンタープライズ環境の Ultrabook™ デバイ
スとタブレット用の標準のオペレーティング・システ
ムとして、インテル® アーキテクチャー上で動作する
Windows* 8を使用します。その新しいタッチスク
リーン機能と、ジェスチャーや音声などの入力方式
により、さらなる生産性の向上と多くの選択肢が IT
部門の社員にもたらされることになります。

PCの価値をコンピューティング機器から完全な
モバイルオフィス環境へと移行する取り組みの
一環として、従来のデスク上の電話から、VoIP
（voice-over-IP）テクノロジーに基づくソフトウェ
ア・ベースのテレフォニーを備えたソフトフォンへの
移行も進めています。この変更により、IT部門の
社員は、どこにいても自分の電話サービスを利用
できるようになり、生産性はさらに向上します。

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。

IT部門における顧客体験の取り込み

インテル社員とビジネスパートナーに最高
の ITサービスとソリューションを提供する
ため、インテル IT部門は、社員とパートナー
のビジネスニーズ、日常の業務、ITソリュー
ションの活用方法をより深く理解するように
努めています。インテルでは IT部門の社員
に対して、自分たちがサポートするビジネス
グループ内のジョブ・ローテーション制度へ
の参加を奨励しています。この制度を利用
することで、知識を吸収し、ビジネス面の判
断力を養うことができます。これまでに、90
人を超える IT部門の社員がローテーション
を完了し、インテル全体のプロセス、サービ
ス、設計の改善につながっています。

同様に、IT部門内のユーザー体験エキス
パート・チームが、特定のグループと一緒
に、より専門的な研究を行い、各グループ
で利用されているテクノロジーの内容、対話
方法、遂行されているタスクの内容の調査
を行っています。このような社員間の連携に
よって、社員とビジネスの生産性を大きく向
上させる最適な ITソリューションの設計に
役立つ知見や洞察が深まります。

顧客に関する知識を深めることがビジネス
価値の創出につながることの一例として、IT
部門が行ったインテルの購入発注書（PO）
システムの改善事例が挙げられます。
インテルの社員は年間 200,000件を超え
るPOを作成します。社員がどのようにして
システムを使用しているかを観察した結果、
プロセスを合理化し、8つの異なるシステム
を統合し、PO作成時間を50%以上短縮す
る方法を発見することができました。
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クラウド・コンピューティング。オープン・ハイブリッド・クラウド。 
SaaS。PaaS。ビジネスの機敏性。

化する上で重要です。結果として得られるメリット
には、製品の開発サイクルの短縮と、新製品から
得られる収益の早期化があります。クラウド対応
Webアプリケーションの開発時間をスピードアッ
プするという目的を達成するため、IT部門はオー
プンソースのソフトウェアを使用するプライベート・
クラウド上に、インテル初の試みとして、実稼動環
境への Platform-as-a-Service（PaaS）の試
験導入を開始しています。その結果、セルフサー
ビス、オンデマンド・ツール、自動化が統合され、
開発時間は 5分の 1に減少しました。開発者は、
テンプレートと再利用可能な Webサービスを使
用して簡単にリソースを共有できるため、より迅速
にアプリケーションを開発できます。

また、現在、約 10,000人のインテルのソフトウェ
ア・エンジニアが、インテル IT部門が開発したア
プリケーション・ライフサイクル管理ソリューション
を使用しています。このソリューションでは、デバイ
ス専用の開発ツールが揃うのを何日も待つ必要
がないため、ほんの数分でパッケージ・アプリケー
ションの開発に着手できます。インテルのプライ
ベート・クラウド上に構築されるこの SaaS/PaaS
セルフサービス・ソリューションを利用することで、
インテルのソフトウェア製品チームは、アプリケー
ションおよび製品ライフサイクル管理をオンデマン

クラウドによる迅速な 
カスタマー・エンゲージメントの実現
ソーシャルメディアは、Web上で最も変化の速い
サイバースペースの 1つですが、インテルがお客
様とより強固な関係を築くための効果的な手段
でもあります。インテル IT部門は、ビジネスニー
ズに応じたコスト効率の高いソーシャルメディア
機能を以前よりも迅速に提供しています。IT部
門は、カスタム開発のソリューションから、市販の
Software-as-a-Service（SaaS）ソリューション
と外部クラウド・ホスティングおよびオンデマンド・
セルフサービスへと移行しました。ソーシャルメ
ディア・プラットフォームをクラウドサービスに移行
したことで、この 2年間で、ソーシャルメディア・プ
ロジェクトの数は 650%も増加しました。その一
方で、サービス全体のコストは 52%（160万米ド
ル）も削減されました。

ソーシャルメディア以外にも、世界中のインテルの
マーケティング・チームは、特定のプログラム、コン

インテル IT部門は、クラウド・イノベーションを通じてビジネスの改革を促進し、インテルがさまざまな領
域で複数のメリットを得られるようサポートしています。これらのメリットはビジネスの機敏性とスピードを
向上させると同時に、運用コストを低減させます。収益成長率の促進とカスタマー・エンゲージメントの強
化を支援するために、IT部門は、クラウドの利用をインテルのビジネス環境全体に拡大し、安全で相互運
用性に優れたオープン・ハイブリッド・クラウドという目標へ向かって飛躍的な発展を遂げています。

ドで提供できるのはもちろんのこと、開発およびテ
ストのためのカスタマイズされた統合環境も迅速
にプロビジョニングできます。

ハイブリッド・クラウドによるサービスの 
拡張性と回復力の向上
インテルのハイブリッド・クラウド・ホスティング戦略
により、サービスの柔軟性も向上します。その結果、
幅広いサプライヤーをカバーするインテルのパブ
リックおよびプライベート・ホスティング環境内で容
量を動的にすることが可能になります。こうした柔

テンツ、製品の販促を行うために代理店が開発
したマイクロサイトを使用し、短期のマーケティン
グ・キャンペーンを実施してカスタマー・エンゲー
ジメントを推進しています。外部クラウド・プロバイ
ダーを通じてマイクロサイトのホスティングを一元
化したことで、インテル IT部門は、ターゲットを絞
り込んで短期間で実施されるキャンペーンに対し
ても安全なソリューションを提供できるようになり
ました。このセルフサービス機能では、1時間以
内でハードウェア・スタックの完全なプロビジョニン
グが可能でありながら、インテルにとってのコスト
削減は年間 110万米ドルに及びます。さらに、ク
ラウド・ホスティングでは、詳細なコスト見積額が
提示されるようになり、代理店ユーザーの追跡機
能が向上してセキュリティーが向上したほか、サイ
トの終了を予防的に管理することも可能です。

迅速なアプリケーション開発の実現
今日のクラウド対応 Webアプリケーションは、社
員のモビリティーを高め、サービスの実装を迅速

クラウドによるビジネス変革の推進

新しい場所でのWebサービス展開の 
所要時間を短縮

データセンターでの準備
90～120日

ハイブリッド・クラウド： 
5～10日
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 「IT部門との連携は、私たちが最先端のイン
フラストラクチャーに移行するためのサポート
を得る上で正しい選択でした。このインフラスト
ラクチャーのおかげで、フォールトトレラントで、

クラウド環境に依存せず、規模の拡張
に自動対応可能なアプリケーション
を構築でき、顧客の期待を満足
させることができました。」

- Mariano Cilia 
エンジニアリング・マネージャー 
インテル・ソフトウェアおよび 

サービス・グループ

軟性は、高可用性が求められる一方で、需要サイ
クルの予測が難しいコンシューマー向けWebサー
ビスを展開する場合には、特に効果を発揮します。

2012年、IT部門は、インテルのソフトウェア開発
チームを世界的規模でサポートするため、インテル
初の、完全に統合された安全なハイブリッド・クラウ
ドを導入しました。このハイブリッド・クラウドによっ
て、開発者がサービスを新しい場所で展開する場
合でも、データセンター側の準備を 90～ 120日

間も待つ必要がなくなり、5～ 10日以内にサービ
スを展開できるようになりました。コンシューマー
向けWebサービスは、グローバルでの展開方針
に合わせて簡単に規模を調整することができます。

クラウド間連携と相互運用性を備えたオー
プン・クラウド向けの人材の確保
データセンター・ソリューションを、オープン・クラウ
ド・インフラストラクチャーを通じて簡単に取得で
きる利用しやすいサービスに移し替えながら、オー

プン・ハイブリッド・クラウドへの移行を果たすため
には、新しい手法とノウハウが必要です。インテル
IT部門では、オープン・ハイブリッド・クラウドをよ
り効率的に実装することを目指し、クラウド・エンジ
ニアリング、クラウドシステム管理、クラウド統合 /
仲介という3つの新しい分野を設定しました。従
来の組織的境界を打破するこの新しい運用モデ
ルでは、IT部門の社員には新しい役割のもとで幅
広い技術知識を培うと同時に、ビジネスのさまざ
まな領域に精通していることが求められます。こう

した要件に対処することで、IT部門は、より多くの
オープン・ソース・ソリューションを採り入れ、コラ
ボレーションを推進し、プロセス自動化の機会をよ
り多く見つけながら、ハイペースで移行を進めるこ
とが可能になります。

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。

写真：（上）Gary Gale、ソフトウェア・エンジニア； Craig Sterrett、ITファクトリー・オートメーション・エンジニア；（下）Esteban Gutierrez、シニア ITセキュリティー・スペシャリスト 15
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ソーシャル・コンピューティング。Wiki。ブログ。コミュニティー。 
クラウドソーシング。顧客や社員との関わり合い。

インテルは戦略的機能としてソーシャル・コンピューティングを採用しています。インテル IT部門は、ソー
シャル・コンピューティングを活用して、社内顧客やその他のユーザー層との関係を構築するとともに、社
内での情報の自由な流れを促進しています。ソーシャル・コンピューティングへの取り組みからインテルが
最大限のメリットを得られるように、インテル IT部門は革新的なソーシャル・コンピューティングのサービス、
ツール、サポートに投資しています。そうした投資により、社内 /社外でのコラボレーションとアイデアの共
有が世界中で進展しています。

ソーシャル対応エンタープライズの構築

写真：（上）Tom Birch、インキュベーター・プログラム・マネージャー；（下）Rachel Stoffregen、システム・アナリスト

インテルの社員の63%が、積極的に社内
のソーシャル・コンピューティング・プラッ
トフォームに参加しています。

63%

16



600件

2,000件

3,000人の
参加者

アイデア コメント 投票

4,000件

インテルIT部門が開発したコラボレーティ
ブ・アイディエーション・プラットフォームで
クラウドソーシングの概念実証を実施ソーシャル・コンピューティングを利用した 

関係と体験の構築
今日のソーシャル・プラットフォームはマーケッター
に対して、より個人的なレベルで顧客と接し、顧
客企業とより強固な関係を構築するチャンスを提
供します。インテル IT部門は、コンシューマー・
ユーザー、ITプロフェッショナル、ソフトウェア開
発者、その他のグループと交流するための社外
インテル・コミュニティーを広範にサポートしていま
す。全体で 160,000人近い登録ユーザーを抱え
るこれらのオンライン・コミュニティーは、2012年
に5,000万ページビューを記録しました。

こうしたコミュニティーにより、インテルのナレッジ
リーダーは同業者とアイデアを共有したり、顧客グ
ループを選定することができます。IT部門のスタッ
フは、そうした会話に参加し、持続的な関係を構
築して、ブランドへの共感を醸成するように努めて
います。2012年はモバイルプラグインの提供によ
り、これらのコミュニティーのアクセシビリティーを
向上させました。また、オンライン・ソーシャル・シェ
アリングや、インテルの各種オンラインサイト間を
簡単にナビゲートするためのシングルサインインな
ど、対象ユーザー層との結びつきを強めるために
役立つ新機能も追加しています。

ブログも重要なソーシャルメディアです。インテル
社内のエキスパートたちはブログを通じてほかの
テクノロジー・プロフェッショナルたちと関わりを持
ち、影響を与え合い、ノウハウを共有することがで
きます。インテルのコミュニティー・ブログに加えて、
インテル IT部門は Blogs@Intel（blogs.intel.
com（英語））もサポートしています。このサイトで
は、特定のトピックやユーザー層に関連付けられ
た 19種類のインテルブログのコレクションにアク
セスできます。2012年 3月には、インテルブログ

の最高月間閲覧数は、130,000回を超えました。

ユーザー体験の向上、投稿のしやすさ、メンテナン
ス作業の軽減を目指して、IT部門は 2012年に
オープンソース・プラットフォームへと移行しまし
た。 このプラットフォームは定期的にアップグレー
ドされ、IT部門とユーザーの双方にカスタマイズ
用の拡張機能が数多く提供されます。インテル
IT部門は、このプラットフォームを利用して、Intel 
Free Press Webサイトのユーザビリティーを改善
し、ユーザー向けに最新のテクノロジーとイノベー
ションに関連した記事を発行するプロセスを簡略
化しました。このサイトは、現在、小さい画面でも
容易にナビゲートできるタイル表示のモバイル・ア
プリケーションとしても提供されています。

ソーシャルメディアへの社員の参加の奨励
組織が拡大するにつれ、情報の流れは細分化さ
れ、知識や知見の共有が制限されるようになって
います。コラボレーションを重視するインテルの文
化を支え、自由な情報の流れを維持するために、
インテル IT部門は、社内のソーシャル・コラボレー
ション・プラットフォームで何百ものテクノロジー・
グループ、フォーラム、企業の RSSフィードをサ
ポートしています。2012年、IT部門はこのプラッ
トフォームのユーザー体験をアップグレードして、
ナビゲーションの簡略化、検索機能の向上を図っ
たほか、Windows* 8への備えとしてタッチ画面
用に最適化されたモバイル・インターフェイスを追
加しました。これらの変更の結果、2012年の新
規ユーザー数は 23%増加し、現在は、60,000
人を超える社員が積極的にソーシャル・プラット
フォームに参加しています。

また、Wikiの利用者は 160%増加しました。プロ
ジェクトチーム内のコラボレーションのためにWiki

を利用する重要性が高まっていることを考慮し、IT
部門は高度な災害復旧機能を備えた高可用性環
境へのアップグレードも行いました。この新しい環
境により、ストレージ、テクニカルサポート、ビジネ
ス継続性に関連した課題もいくつか解消しました。

コラボレーション環境からメリットを得られるもう1
つの領域としては、IT部門のテクニカルサポート
が挙げられます。社内のセルフサポート・コミュニ
ティーを改善したことで、インテルの社員は同僚と
協議して ITの問題を解決できるようになり、結果
的にそれが IT部門によるサポートコストの低減と、
より優れたユーザー体験の提供を促進しています。

クラウドソーシングと 
ゲーミフィケーションによる意思決定の向上
IT部門では、意思決定の伝達にゲーミフィケー
ションやクラウドソーシング手法を活用する実験的
な取り組みを続けています。ゲーミフィケーション
は、職務や専門知識レベルが異なる社員がいる中
で、全社的に知識を集約するための効率的な方法
であることが証明されつつあります。私たちの取り
組みでも、競争と報酬の要素を提供することで、社
員は自分自身の予測に高い精度を追求するように
なり、参加者も増えることが判明しています。

例えば、IT部門は、インテルの需要予測担当者が
市場における短期的な製品需要を予測する際に、
その予測精度の向上に役立つゲームを開発しま
した。インテルの製品グループは、社内の月次需
要予測に基づき工場の生産レベルを決定していま
す。この予測が不正確だと、在庫管理のミスにつ
ながり、数百万ドルもの損失が生じかねません。こ
のゲームは今では定期的に使われており、製品の
総需要を示す正確なインジケーターとして認めら
れつつあります。

クラウドソーシングも、インテル社員の集団的インテ
リジェンスを活用する方法の 1つです。2012年、
インテル IT部門はイノベーター同士を結びつける
全社規模のソリューションとして、インテル初のコ
ラボレーティブ・アイディエーション・プラットフォー
ムを開発しました。このプラットフォームを使用した
クラウドソーシングの概念実証では、インテルにお
ける新しいコラボレーション方法についてアイデア
を収集しました。わずか 10日の間に、約 3,000
人の参加者から 600件のアイデア、2,000件の
コメント、さまざまなアイデアに対する 4,000件の
投票が寄せられました。IT部門では、クラウドソー
シングやほかの研究で収集した情報に基づき、
2013年に新しいコラボレーション機能を提供する
ことを目指した戦略的ロードマップの策定を進め
ています。

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。
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ルの設定が含まれます。最終的な目標は、モビ
リティーの利点を損なわないセキュリティー・イン
フラストラクチャーを提供することです。

•  セキュリティー・ビジネス・インテリジェンス：インテル
IT部門は、リアルタイムでビッグデータの相関
分析を実行してセキュリティーの脅威をより迅
速に検出する新しいソリューションをいくつか導
入しました。その目的は、リスクへの露出を減ら
す取り組みと並行して、リスクが現実化した際
にその波及を素早く食い止める能力を高めるこ
とにあります。これらのソリューションの 1つで
は、効率性が 99%増大し、データ収集分析の
スループットが 2週間から 20分に短縮されま
した。また、ビッグデータ分析用の新しいエンド
ツーエンド・プラットフォームも4カ月足らずで構
築しました。このプラットフォームは 2,000億件
のサーバーイベントを処理し、30分以内に結果
を出すことができます。このプラットフォームを使
用すると、インテルのサーバーからのトラフィッ
クを監視してデータ抽出異常を検出し、セキュリ
ティー担当者にアラートを送信できます。これら
のソリューションやほかの制御機能を配備したこ
とで、現在ではマルウェア感染率は 1%未満に
抑えられています。

セキュリティーの改革
ほかの多くの企業と同様、インテルにおいても、情
報が外部に流出するリスクは急速に増大していま
す。例えば、インテルでのスマートフォンやタブレッ
トの利用は過去 2年間で 200%増加しており、デ
バイスの盗難、知的財産権の損失、ネットワークの
侵害、マルウェアのダウンロードなど、さまざまな
危険性が増しています。また、データストレージの
容量は年率 35%で増加しており、保護すべき格
納データや転送データの量も増え続けています。

こうした増え続けるリスクに対処するため、IT部門
は今、より動的できめ細かな制御を通じてセキュリ
ティー侵害を迅速に検出する新しい機能の提供に
取り組んでいます。2012年には、以下の 4つの
領域へのセキュリティー・アーキテクチャーの実装
面で、大きな前進を果たしました。

•  データ保護：デバイスの紛失や盗難によるデータ
損失のリスクを減らすため、IT部門はインテル® 
Solid-State Drive搭載のモバイルビジネス PC
を配布し、ハードウェア・ベースの自動暗号化を提
供しています。2012年の年末時点で、インテル
IT部門では約 4,000台のシステムが使われて
います。これらの PCでは、インテル® vPro™ テク
ノロジーとMcAfee* Endpoint Encrypt ion
を通じて、より高速なデータの暗号化 /復号機
能が提供され、運用管理機能の向上が実現し
ています。ユーザー体験と社員の生産性が向上
した結果、これらのドライブを受け取った社員の
100%が暗号化を有効にしています。ハードウェ
ア・アシストのセキュリティー・ソリューションであ
るMcAfee* Deep Defenderの試験導入が成
功したことを受け、現在は約 500人の社員のモ
バイルビジネスPCを用いて実稼動環境でのテス
トを実施中です。McAfee DeepSAFE*テクノロ
ジーをベースとしたこのソリューションは、ウイル
ススキャンやホストベースの侵入防止システムで
は検出できないマルウェアステルス攻撃を防御
します。

•  インフラストラクチャー：ネットワーク型侵入検
知システム（NIDS）からネットワーク型侵入防止
システム（NIPS）への移行を行ったことで、IT部

•  IDとアクセスの管理：今年度、IT部門は独自の
動的な信頼度計算モデルの試験導入を完了し
ました。これは、セキュリティー・レベルの異なる
多様なデバイスをサポートすることで、IT部門
によるコンシューマー化の採用を可能にするソ
リューションです。このモデルでは、社員のリスク
レベルの変更に応じて、アクセス権限の調整が
行われます。例えば、会社の情報にアクセスする
場合、個人所有のスマートフォンからアクセスす
るよりも、会社のノートブックPCからアクセスす
る方が、社員に付与されるアクセス権限のレベ
ルは高くなります。試験導入では、独自の信頼
度計算モデルに基づき、個人所有のモバイルデ
バイスとインテル所有のモバイルデバイスから、
インテルのモバイル Webアプリケーションへの
アクセスを可能にしました。このテクノロジーの
全面的な導入には、社員の権限、デバイスのタ
イプ、現在位置などに基づく細かな信頼度レベ

脅威の増加と巧妙化が進行している大きな理由として、ソーシャルメディア、クラウド・コンピューティング、
ITのコンシューマー化、モバイル・テクノロジーの急速な成長が挙げられます。セキュリティー侵害の発生
にともない、インテル経営陣の間でも情報のリスクが話題に上るようになっています。インテルのセキュリ
ティー戦略、「Protect to Enable（可能にするためのセキュリティー保護）」の導入を通じて、インテル
IT部門は、情報のスムーズな流れと新しいテクノロジーの採用を犠牲にすることなくセキュリティー保護
を強化するという目標に向けて取り組んでいます。IT部門のセキュリティー保護戦略の全容には、エン
タープライズ・リスク、プライバシーの保護、知的財産権（IP）、システムの可用性、規制順守が含まれます。

インテルの成長とビジネスの保護

エンタープライズ・リスク。セキュリティー。プライバシー。 
脅威の検出。データと知的財産権の保護。
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門はネットワーク全体にわたる検出機能を実現
し、特定の疑わしいアクティビティーを遮断でき
るようになりました。こうした新たな改善により、
調査担当者はマルウェアイベントを 1日以内に
封じ込めることが可能になっています。

業界における評価
インテル IT部門の BYODプログラムの「Protect 
to Enable（可能にするためのセキュリティー保
護）」エンタープライズ・セキュリティー戦略は、
2012年の CIO 100アワードを受賞しました。こ
のセキュリティー戦略の開発は、セキュリティー・リ
スクの低減、コスト削減の徹底、および社員の満
足度と生産性の向上というインテル IT部門の目
標の達成に寄与しました。また、副社長兼最高情
報セキュリティー責任者（CISO）であるMalcolm 

Harkinsは、インテルの BYODプログラムでのセ
キュリティー実装により、（ISC）2 Americas Senior 
Information Security Professional Category
（米国上級情報セキュリティー・プロフェッショナ
ル・カテゴリー）アワードを受賞しました。

プライバシー
インテルは、プライバシーとデータ保護における責
任という概念に賛同する姿勢を長年維持してきま
した。2012年 1月に発表されたインテルのコー
ポレート・プライバシー・ルールは、インテル全社の
プライバシー・コンプライアンス・プラクティスを規
定し、プライバシー保護に対するインテルの取り組
みの姿勢を広く世間に示します。これらのルール
は、インテルがどのようにしてプライバシーを保護
するか、および、どのようにしてインテルのプライバ

シー・プラクティスに対する社内の意識および責任
感の向上を図るかを規定しています。これらのルー
ルには、EU（欧州共同体）からの国境を越えた個
人情報の移転に関して、法的に認められた仕組み
についても記載されています。これらのルールの
基盤となる基本原則は、インテルの既存のプライ
バシー・プラクティスと共通していますが、最大の
違いは、インテルがこのルールの順守に世界中で
取り組んでいるという点です。

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。

写真：（上）Kartik Gopalakrishnan、情報リスクおよびセキュリティー・プロジェクト・マネージャー； Jolene Jonas、エンタープライズ・アーキテクト； （下）Kartik Gopalakrishnan、情報リスクおよびセキュリティー・プロジェクト・マネージャー 19
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2012年に予算の4%を「運営」から 
「成長 /変革」にシフト

4%
インテル IT部門は常にサービスの改善方法を追求しています。同時に、運用コストの削減とビジネスの
成長を促進する新機能への投資にも目を向けています。IT部門は、サービスベースのモデルへの移行を
完了することで、社内顧客向けのサービスを改善すると同時にコストを引き下げるという目標に向けて大き
く前進しました。また、データセンターの効率化にも引き続き重点を置いており、品質、速度、効率性、容
量に大きな向上をもたらす領域の改善に取り組んでいます。

より優れたサービスをより低コストで提供

写真：（上）Craig Sterrett、ITファクトリー・オートメーション・エンジニア；（下）Kathy Oace、クライアント・サービス・マネージャー ; Ventaktesh Kambhammettu、サービス変革 /開発マネージャー

オペレーショナル・エクセレンス。サービス改革。テクニカルサポート。 
データセンターの効率。
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チームメンバーに余裕を持たせ、より複雑なサポー
ト案件やビジネス分析作業を引き受けられるよう
にします。また、IT部門では、予測分析を使用して、
頻度が高いサービス要求の特定と対応の自動化
も進めています。

データセンターにおける効率とイノベーション
の推進
インテル IT部門の目標は、世界クラスのデータ
センターをより低コストで実現することです。IT部
門は、現在のデータセンターの機能を「達成可能
な理想的」モデルと比較することで、最大の投資
収益率（ROI）をもたらす改善が可能な領域を特定
します。この理想的モデルを目指して、2012年に
は、以下の主要業績評価指標（KPI）に対して測定
可能な改善を行いました。

•  コスト：2012年にデータセンターの数を（閉鎖
または再分類により）87から 68に減らし、デー
タセンターの運用効率を大幅に引き上げること
に成功しました。また、旧式のコンピューティング・
サーバーとストレージサーバーをより少ない台
数の高性能サーバー（最新のインテル® Xeon® 
プロセッサーおよびインテル® Solid-State Drive
（インテル® SSD）ベース）に更新することで、さ
らなるコスト削減を達成しました。さらに、コン
ピューティング・サーバーの更新により、独自の
NUMA Boosterシステム・ソフトウェアや、高速
スワップ領域として使用されるインテル® SSDな
どのパフォーマンス強化機能が追加され、コン
ピューティング・ユニット1台当たりのコスト削減
で目標値である10%を上回ることも可能になっ
ています。例えば、シリコン設計のコンピューティン
グ専用のデータセンターでは、目標値をはるかに
上回る23%のコスト削減を達成しています。

サービス改革の推進
2010年、インテル IT部門は、運用パフォーマンス
を劇的に向上させることを目指し、ITサービス管理
モデルの広範な導入プログラムを開始しました。こ
のプログラムは今年で完了し、インテルの IT環境
は変革を遂げました。

IT部門は従来、エンジニアリングやサプライ管理な
どの機能別に構成されていましたが、新しいモデ
ルではサービスチームを設け、社員に明確な役割
を割り当て、さらに標準プロセスを導入しました。
個々の ITサービスは社内顧客向けの 1つの結果
に対応しており、工場のサポートや営業部門のサ
ポートといった共通の目的のもとで、複数のサービ
スが 1つのポートフォリオとしてグループ化されま
す。このモデルはさらに、リーン・プラクティスをあ
らゆるプロセスに統合することで最適化されていま
す。こうした変更の結果、サービスは 2011年と
比べて5倍の速さで導入されるようになりました。

サービスを基本単位とすることで、IT部門は自らが
提供するサービスの本当のコストを把握し、有意
義な業界ベンチマークを実行し、十分な検討を経
て IT投資を決定できるようになりました。今では、
運用コストや財務面のトレードオフに関する可視性
も向上し、IT部門によるプロセス改善とコスト削減
の対象領域の特定に大いに役立っています。これ
により、既存事業でのインテルの成長に役立つ新
機能や、新しい市場へ進出するための新機能へ投
資する財源も確保できます。2012年は、横ばいの
予算で成長を求められた年であり、インテル IT部
門では会社の運営維持に充てられていた予算の
4%を、会社の成長とイノベーションを可能にする
機能に投じることができました。

優れたテクニカルサポートの提供
IT関連の問題を迅速に解決することは、社員
の生産性の向上に直結します。過去 3年間で、
インテル IT部門はテクニカル・サポート・デスクの
スタッフを 52%削減しましたが、その一方で問題
解決の所要時間は 51%短縮しました。これらの
成果は、サービス品質の向上と増え続けるテクノロ
ジーのサポートを維持しながら、サポート担当者
の効率改善も図るという IT部門の取り組みを後押
しするものです。

IT部門は、ユーザー体験をより深く理解し、テクニ
カルサポートのワークフローを戦略的に変更するこ
とで、サービス効率を向上させています。例えば、
調査の結果、ITサポートへの電話の 10%が事務
アシスタントからのものだと分かりましたが、アシス
タントの人数は社員全体の 1%に過ぎません。事
務アシスタントは、多くの社員を支援する重要な役
割を担っているため、このグループに対するサービ
スを改善すれば、より多くの社員の生産性向上につ
ながることは明らかです。サポートの改善策として、
IT 部門は現在、優先サービスレベル、特設の連絡
窓口、アシスタント固有のニーズを満たす特別なト
レーニングを受けたサポートスタッフを提供してい
ます。こうした改善を含む取り組みの結果、今年度
の全体的な顧客満足度は95%を達成しました。

IT部門では、ワークフローを最適化してサービス
を改善する方法を継続的に検討しています。最近
実施した導入試験調査では、繰り返されるサービ
ス要求への対応作業と不定期に発生するトラブル
シューティング /修理の作業を区別しました。調査
結果には、IT部門のサービス要求対応チームは、
その成果を倍増できる可能性が示されています。
この新しいワークフローでは、高いスキルを持つ

2012年には、使用率の向上によって
1,100万米ドル以上のコストを削減

コンピューティング 
使用率の向上 1

テクニカル・サポート・
スタッフの削減

インテル ® Xeon® プロセッサー
E5-2670を搭載したインテル IT
部門の高性能コンピューティング・
サーバーは、2012年「TOP500」
にランキングされました。

問題解決の 
所要時間を短縮

ストレージ 
使用率の向上 2
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52%

51%

1 インテルのオフィス /エンタープライズ・コンピューティング環境内 | 2 インテルのシリコン設計コンピューティング環境内 21
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•  使用率：使用率の測定精度が向上した結果、未
使用のデータセンター・インフラストラクチャー容
量が存在し、それらの容量が利用可能であるこ
とが判明しました。2012年には、オフィス /エン
タープライズ環境でコンピューティング・クラウド
の使用率を 38%から 55%に引き上げ、560
万米ドルを節減しました。さらに、設計コンピュー
ティング環境でストレージの使用率を 45%から
50%に引き上げ、 結果として 590万米ドルを
節減しました。最終的には、2012年の使用率
目標の 90%を達成することができました。

•  サービス品質：重大なインシデントでの「ゼロイン
パクト」の実現率を 68%から 75%に向上させ
ました。さらに、社内における IT部門の最大の
顧客区分である設計コンピューティングの顧客
満足度は、引き続き目標値である 80%近くを
維持しています。設計コンピューティングでは、
27,500人以上のエンジニアにサービスを提供
するために、IT部門のインフラストラクチャー容
量の 80%を使用しています。

ワークフローの合理化と手動による手順の自動化に
より、PCサービス要求の処理時間を短縮しました。
また、リーン原則を使用して、余分な PC資産の管理
で75%の時間短縮を達成しました。

4つの根本原因を解決した結果として、インシデント
数が 39%減少しました。知識管理および問題解決
ツールを適用して、膨大な数のエンタープライズ・ネッ
トワーク接続性の不具合の背後にある根本的問題
を検出および解決しました。

構成プラットフォームを標準化したことで管理対象の
資産が 36%増加しました。このプラットフォームによ
り、既存の8つのデータベースが置き換えられ、リモー
ト管理機能によって資産追跡機能が向上しました。

インシデント解決の所要時間が 40%短縮されまし
た。構成アイテム（CI）を再調整し、コンピューティン
グ・サービスをサポートするサービスチームとプラット
フォーム・ホスティング・サービスをサポートするサー
ビスチームの責任を明確に区別することで、応答時
間を改善しました。

新規要求への応答時間に関して、サービスレベル・
アグリーメント（SLA）の 100%順守を達成しました。
ワークフローを自動化し、30のオンラインフォームを
9つのウィザード型サービス要求に置き換えました。

スマートフォンやタブレットの総数が約 33%増えた
一方で、サービス・インシデントは 49%減りました。
サポート記事の品質を向上させ、セルフヘルプと自
動化を推進し、予防的な問題管理を適用したことで
インシデントの発生数が減少しました。

PC管理

ネットワーク接続性

資産管理

プラットフォーム・ホスティング

セキュリティー承認

スマートフォンやタブレット

2012年のインテル IT部門によるサービス変革の主な成果

40%

50%

インシデント解決の
所要時間の短縮

インシデント解決の
所要時間の短縮

最大

詳細については、  
www.intel.co.jp/ITAnnualReport を 
参照してください。
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写真：Ventaktesh Kambhammettu、サービス変革 /開発マネージャー

2012年はインテルにとって変革の年でした。ビジネスのパートナーとして、インテル IT部
門は新たな事業ラインの立ち上げを支援しました。また IT部門は、インテルにおけるソーシャル・コンピュー
ティングの利用を拡大し、ビッグデータに対して予測分析を適用することで新しい知見・洞察をもたらしました。

インテル IT部門には、毎年、莫大な価値を創出する新たな機会がもたらされます。インテルが競争を繰り
広げている業界の急速に変化する要件を満たすため、IT部門は今後も大胆で革新的なソリューションの提
供に取り組み続けます。新しい課題に迅速に対処する IT部門の能力は、インテルの競争力の強化と、製品
の市場投入期間の短縮に貢献しています。

インテル IT部門の今後の展望として、2013年は以下の 5つのイニシアチブにおいてイノベーションと投資
を継続していく年であると考えています。

•  クラウド・コンピューティング：加速するビジネスをサポートするために、プライベート・クラウドおよびパブ
リッククラウドの利用を拡大する予定です。その結果として IT部門は、新たに開発したビジネスサービス
を瞬時に提供することが可能になります。

•  ソーシャル・コンピューティング：コラボレーション機能を拡充し、社員が世界中のどこからでも社内外の
情報を共有できるようにします。

•  モバイル・アプリケーション：さまざまなデバイスを使って、いつでもどこでもサービスやテクノロジーにア
クセスできる手段を増やすことで、社員の生産性を高めます。

•  ビッグデータと予測分析：ビジネスを進化させる新たな知見・洞察を得るために、現在インテルが所有し
ている情報資産の活用を促進します。

•  エンタープライズ・セキュリティー：インテルの重要な資産を保護しながら、幅広いデバイスおよびアプリ
ケーションの配布モデルを実現します。

IT部門は、インテルのビジネスニーズを満たすために上記およびその他の革新的なソリューションを継続し
て追求していくとともに、そうしたソリューションを皆様との間で共有したいと願っています。また、皆様の体
験や課題からも多くを学びたいと願っています。ぜひ一度 http://www.intel.co.jp/itatintel/ にアクセス
してください。

展 望
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インテル IT部門のベスト・プラクティスの詳細については、 
intel.co.jp/itatintel/ を参照してください。

インテルとつながる：

https://twitter.com/IntelITS
http://www.linkedin.com/groups?gid=1529647&trk=myg_ugrp_ovr
http://www.youtube.com/playlist?p=PLA0C14BFB2771717A
http://communities.intel.com/community/openportit
http://intel.co.jp/ultrabook/
http://www.intel.com/performance/
http://www.intel.co.jp/
http://www.intel.co.jp/itatintel/
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